
　どの写真も、特別「美しい」というわけではないが、何か目をひ

かれるようなものがあった。何なのかわからない青い光。あわい

オレンジ色の石、泳いでいる人。ただの写真なのに、信じられな

いくらいの鮮明さを覚えた。

　個人的には、山の上で少しばかり炎で燃えている木のえだや切

りかぶがある写真が気に入った。周りの音も相まって、コーとい

う風の音や、グシャッという足音がきこえるようだった。

たまには見えないのもいい。きりでかすんでみえるふねにのって

いる日は、一人旅をしているのだろうか。のんきにねている姿を

も想像できる。きりは、こんなにも人をうごかすことがあるのだ

ろうか。

　上空でとったような写真。どうやってとったのだろう。どうし

て上からとろうと思ったんだろう。小さい、大きい石がころころ

ころがっていそうな坂。何もうごかない写真からうごきを感じさ

せら　れる。石川さんはすてきだ。

　だれかがプロポーズしていそうな、草むら。白とあわいオレンジ

の花（ばら？）がおいてある。やっぱりプロポーズかな。草むらのお

くでは、山からでるけむりで姿がかすんでいる山があった。この写真は、プロポーズしようとした人によばれ

てきた人目線なのかもしれない。きっと頭には、うれしいような目映いような気持ちなのかなと思った。

　ここでは、「周りの音も相まって」と書いた、その「音」について書き記そうと思う。もともと博物館は静か

だ。人もいたので、カツコツと足音もひびいていたし、ふんいきも静けさのある、ほんのりつめたい水のよ

うな空気だった。私は人ごみがもともとあまり好きではなく、周りにはだれもいないので、ゆっくり冷静に

考えられたので、よかった。自然と心も穏やかになった。ふんいきは大切だと思った。　　　 （田中瑞紀）


